






緑萌ゆる初夏の北海道を
レンタルバイクで駆け抜ける
7月の旅楽ツアーは、2泊3日で北海道へ。美瑛の「青い池」を目的地に参加者を募り、いつも通りメンバーが決定してから旅の詳細を詰めました。今回は偶然にも、参加者8名全員が普通二輪免許を持つライダー。ということで、レンタルバイクで湖と森を巡るルートを満場一致で決定。三連休の混雑を避けるため、前日の14日夜に出発しました。
初日は旭川空港でバイクを借り、宿へ直行。たっぷりと睡眠をとり、2日目の早朝に青い池までひた走りました。天気は上々。初夏を迎えた北海道の大地は、萌える緑がまぶしく、気分爽快です。30分ほどで到着した目的地は、コバルトブルーの湖面と深緑の林に彩られて、神秘的な美しさ。皆、言葉を失いました。
この青い池は、十勝岳の火山泥流災害を防止する為に作られた堰堤の副産物。つまり、偶然に出来上がった人造池なのですが、近隣からアルミニウム成分を含んだ水が流れ込むことでコロイドが生成され、青色に輝くのだといいます。今月の1枚は、メンバーの佐野君が撮影した写真。本当に素晴らしい眺めでした。
次に向かったのは、落差30メートルの「白ひげの滝」。岩の裂け目から地下水が美瑛川へ落ちる様子は迫力満点。「潜流瀑(せんりゅうばく)」という、珍しい滝だそうです。

富良野メロンとウニ丼は最高！
思いがけず雲海の森に見惚れる
[bookmark: _GoBack]このあと周辺の湖と森を巡り、夕方からはバーベキュー宴会。宿のご主人が差し入れてくれた、メロンとウニが絶品。ウニはちょっと炙って丼に。忘れられない味となりました。
最終日は夜明け前に起床。当初の予定を変更し、地元の人に勧められた星野リゾートトマムの「雲海テラス」へ。ゴンドラで頂上までたどり着くと、目の間にダイナミックな雲海が！　見られる確率は50%以下と聞いていたので大感激です。
昼御飯はジンギスカン。王道の味を堪能して、大満足の旅を締めくくりました。　　（報告：柴田 祥史）
